
Ｒ４ 保健体育科 総合・ビジネス探究科 

科目名 体育（2年） 単位数 ２ 必修選択 必修 

教科書  

副教材 アクティブスポーツ（大修館書店） 

 

教科・科目の内容 

2年体育では、必修として体つくり運動、水泳、陸上競技（男子：走幅跳、女子：ハードル走、共

通：長距離走）を行います。また選択種目では、運動領域選択として球技（ソフトボール、テニス、

バドミントン、バレー）、武道（柔道）、ダンスから１種目を選択し、球技選択として、バスケット

ボール、サッカー、テニス、バドミントン、アルティメットの中から１種目を選択します。選択種

目では、その集団で授業が展開されます。なお、球技は、同じ種目を選択することはできません。 

体育理論では「運動の効果的な学習の仕方」や「豊かなスポーツライフの設計の仕方」を扱いま 

す。生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを築くための手立てとしましょう。 

学校行事には体育的活動（「新体力テスト」「体育祭」「球技大会」「健脚大会」）もありますので、 

授業の中で学習した方法等を生かし、充実感や達成感を味わうことが出来るようにしましょう。 

日常生活や将来とのつながり 

・子どもの運動不足や体力の低下傾向が問題となっていますが、生涯にわたって健康で豊かなスポ

ーツライフを築いていくためには、高校生年代で運動することの楽しさや素晴らしさを実感し、

運動経験や体力を向上させることが重要です。 

・生涯にわたって健康的な生活を送るためにも、運動の方法（技能や知識）を学習して運動の楽し

さや喜びを実感し、運動に対する興味関心や意欲を高め、卒業後も継続していきたいと思う運動

（スポーツ）を見つけることにつながります。 

この授業の学習方法(予習と授業の関わり) 

・２年時では選択種目の授業が多くなります。提示される運動領域や各種の球技の中から選択でき

ます。各自の興味・関心や体力に応じて選択できるようにしてください。また、１年時に学習し

たことを応用し、主体性を持って運動に取り組みましょう。 

・１学期の陸上競技は男子走幅跳、女子ハードル走です。走幅跳はスピードに乗った助走からタイ

ミングよく腕・肩を引き上げて力強く踏み切ることができること、またハードル走はハードルを

低くリズミカルに越すことを目標に、記録の向上による楽しさや喜びを味わうことができるよう

積極的に取り組みましょう。また陸上競技（長距離走）や水泳は有酸素運動であり、生涯にわた

って健康に過ごすために手軽に取り組める運動です。１月下旬には本校伝統の健脚大会もありま

すので、最初から苦手意識を持たずに自己の体力に応じて積極的に取り組んでください。 

到達目標   

運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや 

喜びを深く味わうことができるようにし，自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て， 

公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高め，健康・安全を確保して，生涯にわたって豊 

かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

評価の観点（評価方法） 

① 関心・意欲・態度（行動観察） 

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，運動の合理的，計画的な実践に主体的に取

り組もうとするとともに、体力の向上を図ろうとしている。 

② 思考・判断・表現（行動観察・授業ノート） 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して，自己や仲間の課題に応じた運動の取り組

み方や健康の保持及び体力を高めるための運動の計画を工夫している。 

③ 技能（チェックテスト） 

運動の合理的な実践を通して，運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。 

④ 知識・理解（行動観察・授業ノート） 

運動の合理的，計画的な実践に関する具体的な事項及び生涯にわたって豊かなスポーツライフを

継続するための理論について理解している。 



【年間指導計画】 Ｒ４ 保健体育科 総合・ビジネス探究科 

指導学年 科目名 単位数 教科書名（出版社） 副教材名 

２年 体育 ２  アクティブスポーツ（大修館書店） 

 

学

期 
学習内容 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

評価の観点 

関 思 技 知 

一

学

期 

 

体育理論 

スポーツの技術と戦術 

技能の上達の過程と練習 

スポーツの技術や戦術に関わる言葉の意味を正しく理解す
る。 
運動技能の上達の過程を理解する。 
効果的な練習方法を考える。 

〇 〇  〇 

体つくり運動 

体ほぐしの運動 

運動の楽しさや心地よさを味わおうとしている 
体力面での課題を見つけることができる。 〇 〇  〇 

陸上競技 

競走 

（短距離走、ハードル走、

持久走） 

記録の向上や競走の楽しさや喜びを味わい、各種目の技能
を高めることができるようにするとともに体力の向上を図る（記
録計測）。 

〇 〇 〇 〇 

水泳 

クロール・平泳ぎ 

泳法について理解する。 

長く泳いだり速く泳いだりできる（記録計測）。 
〇 〇 〇 〇 

体育理論 

効果的な動きのメカニズム 

技能と体力 

体の動きのメカニズムについて理解する。 

体力と技能の関係について理解する。 

トレーニングの原理と原則を理解する。 

〇 〇  〇 

二

学

期 

水泳 

クロール・平泳ぎ 

泳法について理解する。 

長く泳いだり速く泳いだりできる（記録計測）。 
〇 〇 〇 〇 

体つくり運動 

体力を高める運動 

体力を高めようとしている。 
体力について、課題を見つけ解決する方法を考える。 〇 〇  〇 

領域選択 

球技（バレー、バドミントン、

テニス、ソフトボール） 

武道（柔道） 

ダンス（創作ダンス） 

自己の興味関心、体力に応じて選択する。 
仲間と協力して、練習やゲームを行う。 
自己の課題を見つけ解決の方法を考える。 
安全に留意する。 

〇 〇 〇 〇 

球技選択 

（サッカー、アルティメット、

テニス、バスケット、 

バドミントン） 

〇 〇 〇 〇 

体育理論 

スポーツと経済 

ドーピングとスポーツ倫理 

スポーツが基幹産業になっていることを理解する。 
スポーツが経済にどのような影響を与えているかを考える。 
ドーピングが許されないのはなぜかを考える。 

〇 〇  〇 

陸上競技 

長距離走 
自己の体力に応じたペースで走ろうとしている。 〇 〇 〇 〇 

三

学

期 

陸上競技 

長距離走 

自己に適したペースで走ることができる。 
自己の体力に応じて、タイムをあげようとしている（記録計
測）。 
健脚大会で完走できる。 

〇 〇 〇 〇 

球技選択 

（サッカー、アルティメット、

テニス、バスケット、 

バドミントン） 

各種目の特性に触れ、楽しさや心地よさを味わおうとしてい
る。 
仲間と協力して、練習やゲームを行う。 
自己の課題を見つけ解決の方法を考える。 
安全に留意する。 

〇 〇 〇 〇 

 

 

備考 
 


